
ダイニングテーブルを兼ねたキッチンの製作について 

今回の依頼はキッチン部床面を周囲床面より 400ｍｍ下げてダイニングテーブルを兼ねたキッチンをセ

ットするものです。そして、周囲床面が長椅子代わりになる設計です。 

ただ、確認、検討しなければならない点がありました。 

１． キッチン H800 で座面 SH400 となると差尺 400 となり座面が低すぎる。厚めの座布団等でせめ

て差尺を 350 程度までとしたい。この差尺についてはお施主様もご了解済みのようです。 

２． IHクッキングヒーターの取り付け位置を出来るだけ壁側に寄せてダイニングテーブル面を広く

したい。そこで、壁側にテーブル脚固定用火打ち枠一杯までヒーターを寄せた図面をパナソニック

電工様に送り検討していただき、キッチンパネル面からの離隔（一般的にヒーター外周より 150 以

上必要。）が、図面程度でしたら問題ないとの回答

を頂きました。 

IH 切欠き位置を火打ち一

杯に寄せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． シンク部、IH 部の切欠きのある 2400*850 のテーブルを 4 本足で受けるものでしたが、シンク

代わりの陶器の SK-6 が約 20kg あり、水をためれば 30kg にもなりますので、根本的にシンク部は

別脚 2本で荷重を受け、テーブル足元として干渉しない位置に取り付け撓み等の発生を防止します。 

４． シンク代わりの SK-6 ボウルと水栓金具の位置関係を現物にてハンドルが干渉しないか採寸必

要です。また、SK-6 は本来、壁固定用ボウルで背面は化粧なしですので、その処理についての検討

必要です。 

 

SK-6 の背面は穴があり化粧されていま

せん。 

そこで、人工大理石 t10 白を貼ることに

しました。 

1 
 



ハンドル操作具合を確認しました。 

 

SK-6 とグローエ水栓金具アラベスクのハンドルが干渉しないように現物にて確認しました。 

以上、により仕様、製作図面を下記のように決定いたしました。 
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SK-6 のシンク受け脚 2 本取り付けています。 

 シンク、IH の切欠きがあるため補強材をこまめに入

れています。  
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IH クッキングヒーターとシンクは出来るだ

け壁側に寄せて、テーブル部分を広くするよ

うにしています。 

 

シンク背面には人工大理石の t10 を貼って

仕上げています。 

 

 

 

 

 

 

床はパイン無垢材ですが、キッチンは堅く

丈夫さを求めてゴム集成材としました。 

パイン材と違いﾘボスのローズカルテッド

色が付きにくくむらが出やすく調整の重ね

塗りが必要でした。材質が違うため当然色

合いが異なってきますので、あえて少し濃

くしてキッチンに重みを出しています。 

乾燥後、ガラス塗料グラノールにて仕上げ

ています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

座面は厚めの座布団等

で高さ調整を必要しま

す。 
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ロフトからの 2F キッチンの全景です。 

 

キッチンというよりリビングテーブルに 

近い物に感じます。 
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2400*850のキッチンは1本物でユニック

クレーンにて吊り上げ、２F で組み立て

セットには 3 人掛かりの作業でした。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに 1 段キッチンへの階

段があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンプルなダイニングテーブル兼用キッチンが仕上がりました。 
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